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令和元年度第２回放課後子どもプラン運営委員会会議録 

日 時 ７月４日（木）午前１０時００分から１１時００分 

場 所 ８０１会議室 

出席者 田中委員長、浦野副委員長、石原委員、志波委員、多田委員、大久保委員、前

田委員、増山委員、黒田委員、 

関生涯学習課長、菊池図書館長、松井庶務課長、浜田指導室長、鈴木児童青少

年課長、冨田子育て支援課長 

伊藤コーディネーター、小岩コーディネーター、渕上コーディネーター、成田

コーディネーター、森田コーディネーター、西田コーディネーター、伊野コーデ

ィネーター、 

小堀生涯学習係長、鈴木生涯学習係主任 

欠席者 佐藤委員、並木委員、旭岡委員、林公民館長 

傍聴者 １名 

１ 議 事 

⑴  各小学校区の事業の進捗状況等について報告                                                                       

【一小】今年度から一小では初めて、居場所開放型の教室として図書室開放を始めた。 

来年度以降も居場所開放型を増やしたい。 

 【ニ小】協議会で学校から、今校庭開放に見守りがいないので放課後と連携してでき

ないかということで二学期以降できるか検討中。 

 【三小】活動に一緒に参加してくれる方が増えた。 

 【四小】学芸大学の学生が授業の一環として見学に見えた。 

 【東小】体育館の使用についてこれから考えているが、月曜から土曜まで地域の団体

が使っているため難しい。 

 【前原小】今年から、学校のＨＰに掲載してもらえるようになった。 

【本町小】１０月から月曜日に校庭開放を始める。 

【緑小】学校のＨＰに掲載してもらえるようになった。 

【南小】学校のＨＰに掲載してもらえるようになった。 

【実行委員会】今年度予算配分については、小学校区は要望額の一律１０％減、中学

校区は昨年度実績。運営委員会で検討課題としてお願いしたい事項 

① 来年度の予算案提出前に、居場所づくりと貴重な体験の場の比重など、放課

後事業の方針 

② 公民館、児童館、図書館などの事業と放課後子ども教室事業との関連性など

それぞれの事業の考え 

【外部委員】本町小が秋から週五日を始めるが、スタッフが揃えられているか。 

【コーディネーター】新しく６人入って、人数的には十分。 

【内部委員】実行委員会からの要望については、今後一定の教育委員会としての考え

を示したい。 
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【外部委員】いつ出るか。次回が８月３０日で次々回だと１０月２３日。コーディネ

ーターが翌年の事業計画を出すのが１０月なのでなるべく早く。 

【内部委員】了解した。 

【コーディネーター】来年度どこか週五日を考えているところがあるか。 

【内部委員】来年度以降、何小とは決まっていいないが、広げていくことを考えてい

きたい。 

【外部委員】日程だけを増やすのではなく、子どものことを考えてモデルを運営委員

会で話し合いたい。 

【内部委員】一定教育委員会の考えを示さしていただいて、皆さんのご意見を伺いな

がら進めていきたい。 

⑵  協議会の報告について 

ア 令和元年度協議会報告（小金井第ニ小、本町小、南小、小金井第一小） 

【事務局】小金井第二小の協議会は、会議録を配布。本町小、南小、小金井第

一小については、口頭報告。次回運営委員会で会議録を配布する。 

 【外部委員】ニ小では、学童の子が放課後子ども教室に来るには親の同意が必

要。子供が行くつもりになっていても 親が届け出を出していないと行けない。

同じ敷地内でやっているので、子どもが行きたいと言えば行けるしくみができる

と子供にとって遊び場を選択する機会が増える。 

 イ 平成３０年度分協議会総括 

【内部委員】協議会の場で学校、学童、放課後子ども教室の関係者が一堂に会

い、お互いの現状や考え方などを共有することで、連携がこれまでよりもスムー

ズに取れるようになった。小金井市においては、余裕教室の確保が難しい状況で、

その中でいかに居場所を充実させていくか課題。 

【外部委員】学校以外の施設を利用できる可能性はどのくらいあるか。今後具体 

的になっていくか。 

【内部委員】今具体的なスキームはない。地域によってそれぞれ状況が違うので

一律に同じ考えは難しいが、さらなる居場所づくりは大切。 

   【委員長】同じ日に児童館でやっていることと放課後子ども教室と子どもが選択

してそれぞれに参加できるような、子どもに選択の場をどういう形で提供し、それ

ぞれが居場所になるかどうかを運営委員会としても考えていく必要がある。 

【内部委員】図書館本館は一小のとなりにあるので、子どもたちの利用も多い。

緑センターの図書館も緑小に近くにある。特段今のところ放課後子ども教室とい

うのはないですけど子供の居場所ということでは認識しているので今後の課題。  

⑶  その他 

【内部委員】資料に基づき説明 

【副委員長】ニーズ調査の１３ページの青少年調査の放課後や休日の過ごし方で前回

平成２５年の調査になかった放課後子ども教室という選択肢を今回設けた理由は。 

【内部委員】子どもの居場所の検討は大きな今後の課題となってくるので加味をした。 

【事務局】前回第１回の会議録の確認をお願いする。次回第３回は８月３０日に変更。 
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